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し自身きわめて強い不満を感ぜざるをえない。このよう

な不満の現われが，以下iこ震繍されるひ陛つの「仮税！

とな〉でまとめられたと理解してU、ただければ幸U、なの

で、あるゆそれの論誌には，資料の点かムも大きな降需が

あるととは改めていうまでもないが，地道な努力を重ね

るととによってその障害をとりのぞいてゆきたいと思っ

てし、るゆ
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経済的独立どは

官官アフリカ地域にかぎらず，アフリカ大陸においては

第2次大戦後きわめて多くの植民地力士独立を達成した。

LかL それられ,hi［民地の独立は大部分いわゆる民校主

義I耳{i)l!Jの高携を背景；として達成されたため「政治的独立｜

の色彩のみが強く，いわゆる「経済的独立」の達成には

成功していないと指摘されることが少なくないことは周

知の土おりである。

でl士、ことにいうと三ろの「経済的独立jまたは「経

済向立！とは，いかなる内容のものなのであろうか？

盟、うに， 「経済的独立jあるいは「経済自立jという

言葉は概念としては比較的容易に理解しうるとしても，

三まl，＇；：実体として理解Lたり，計量的に明示する｝とは非

常な閃難があるc

しかし，！日植民地が！日宗主国に対十る経済的従属から

の独立をも志向してν、たとすれば，独立後において立案

された経済関発政策の内容を仔細忙検討することによ

り，少なくともその［［！椀民地において「経済的独立！な

いtl経済自立！力丸、かなる意味を持－）ているのかを実

体として理解することができる。

たとえば，ガーナにおいては1964年 3月に『経済開発砲

7カ午計画1963／臼～1%9/70』が発表されたが，とれを

tfr[Rfill時代に作成，実砲された『経済開発計函il951～59.r

と比較・検討すれば，それぞれの計画における重点施策

の相遣はきわめて明白なものがある。

すなわち，植民地時代においては，道路，港湾，通信

た立を中心とする社会資本の整備・拡充に重点がおかれ，

「悦造工業jへの開発投資は650万ポンド（約65億円〉

で総投資額の4.8%を占めるにすぎなかった。

とれに対し，独立後の「7カ年計画Jでの重点施策は

「側近空工業j開発におかれ，それへの投資（予定〉額は

Hむ09::io万ポンド（約1093億円〉の規岐に達し，投資総

額の：！:lo/oを占めると Eとなったのである性 1）。つまり，

独立国ガーナの経済政策における重点は「工業化」にあ

ったのである。との経済政策が誤りであったか否かは，

ゃ也

われわ；／1-.7 阿アフリカ諮問，なかんずくそ、パ千？「奴隷

海岸J(The Slave Coast）土呼ばれていたぞ二二-Yi:'170津

地域を旅するとき，古い大きな城塞を見るととがある。

高い塀と広い中庭，その中島を見おろすノξルコニーを持

つ古い域安は， 15, 16世紀の「tDi.隷貿易J;1！ιてJかな 9し

ころヨ－・.1 ツ jf人の手で造られたものであて〉力三 一歩そ

の中へ足を踏み入れると，数知れぬ多くの奴隷たちの日中

吟が聞こえるように無気味である。 300～4開年間という

長期にわたって続けられた奴隷貿易の暗い歴史が，この

古い城塞によ｝てまさに象徴されているのである しか

し，現代，r，ア 7：｝カ人たちは，なんと明るく，陽気であ

ろう！ 老若男女を問わず，かれらは「宵越しの金」を

持たないで者飾って街を歩き，夜ともなればダンスに時

を忘れるヲかれ「）は，もはや仰訣貿易とい川和、将史を

忘れさってし主..たのであ乃行力‘？

それを仁木関的にかれ「｝は陽気で楽天約f仁川市なの

だろうか？

それにしても，奴隷貿易の歴史はあまりにも長かった

といわざぞ〉をえない。ヨ一口ソパの諾努力仁E乙析民地

化の歴史が，・＇t＼、ぜい 1伺年程度のものでふ..た三とを

合わせ考えるなら，奴隷貿易の歴史がいかに長六、もので

あったかがわかる。したがって，それはたとえ遠い背の

できごとであったとしても，なんちかの点で現代のアフ

リカ人の，，，lこ影響を残してし、るのではないだλうか。

今回のガー十•，の現地調在で．わたくしね， Lに述べ

たようなことを考えてみた。

この発想、は，それ自体奴隷貿易の影容を過大に評価し

てU、るとい当批判を受けるかもわからないし，それをア

フリカ人ヅ1ii'j｛＇｝ドI:向の問題と結びつりるこ左には大きな

無理があと〉と ＇1、J）れるかもわからない。しかし，奴法貿易

を単なる過去のできごととして看過することや，労働力

を搾取する方法のひとつであったとみる態度に，わたく
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叩日会に検tれ／なければなムぬ間作τであら ELても，少な

／土 iこ仁川 F 了Aでfヒl政策がや：常きれた千年長にはぞれさ

そガー十fη －＊干済的JP.If.1 ftv、L 「F済！＇I、＇rIへの：全で

t~ るとし、う ii ；設があ i たと考えねばなれないコ

しか L，との「工~｛ヒ 1 政策は必ず L i, 、＇：初、Tl~j·l(bi 乞

お川こ吠ユ力Lたどはいわれてし、なかn

では，その1点l珂はどとにあるのだFらちかっ

そのひとつは，とわ「：r常化j政慾のi冷行に店、,;ftさ

れる資本のろも，おにそ 3分の 1が海外からのF土資また

は資本摂fl］］にす：1ムればなれないというn木自給肢の食弱

さに求め乙ごとができろ.. lたが J pて， 51！＼＇（＇；を＼＇1：宋され

どガー十♂） 土＇.t化 l扇：点の開発；ITilliがm持W'flt＇＼＂を if

GtLえなか r iた芳11巾のひとつは、｝セタト力、，，のぬ官Eや資本

NNJが予定を下町 1た三土に上る t(T)とY；えるととがで

-5 /J' 

とf乃上ろた開可（；＼資フト；♂）対外｛left慢のi尽さはそれi'lf本，

これ烹で述ぺてきた「終済的1目Lftjの村伸ど県本的に矛

日守するtのであ乙とどは改めていろまでれなLもが‘正（翌！

な三とは古い資本依存疫が!il.f＝「終；斉r:i-;r:Iの1守村：土：：f

h守するだけでなく、 「経済白η：を R防止しです正常ぎれ

た開発；,1(illfそれ干Ii本円1N.r;；を続：七十るぷ；てあろわ

，；＇，、検えろな，，， ・rt済向 ＇.＇（ I If) j主1＆のために作成さ

れろ開発，；l-[111jをず＇'ltと？に，＆；ユちさせもに： t，ほ！内におけ

ろ資本事寄宿が必要不・，iJ欠の条｛’lーとたろ三とにほかなムな

！、
‘r 

との資本子町立の努々なしに， iMタト， なかんず<IiIすてT

[Tjをは1：めんす－2:，先J墜訪問かムグ〕資本淀川に強＜ fMfし

てし、ろと Et.：‘ r:i］発1rz；可：の失敗をrnどことにこそ注意し

なければな「｝たいの守あるつだからとい♂ 2て， 1,たく L

I士，ここでff＼：開発目は先進諸問に汁Lて打法i妥！.I｝］を安：fと

すべきではtri, 、と i•J長Lているのではない勺先渋訪問か

人の経済時！IIJI士、むし 人F古河的にそをけ入:ll, これを大い

lこi,1i"肝す〆ミ寺なのであれつ

ただひとつi主主：しなければなムないのは噌 ft¥；限発国に

おいては生存永準がf11:;伎にあるのだか＇）， 府内における

資本書記：は、＇＇：然に貧弱なものとならざるをえず，したが

ノて経済援助が必要なのである，というi張にもと／八、

た特済援助へのi:'.<-) ;Iと要ぷが少なくない事実についてで

ある。

資本新i{i, t; v 、し：ti'?：！；＇水準が生産力水平に掻く i、足7とさ

れることは，日士めていうまでもない。 Lかし，それはう

；主力水準が年目水準，またはy昨：H，却との祁x.i-関係にお

いとl庁者；！G1＂を規定十る tのであることを忘れてならな

ヤのである。

この点について． え／l,ケセはH：本における国内資本形

成土 T千Ur浮き／1（の成J)Jをびとつの4{{.-li］として引用しなが

• , • 11,t;:が工業化のrm坊の過程では消費の型を除くすべ

ての ,ii:で阪vxをF.＼倣tたことはよくう＇ ;ii「〉れてし、るj川 2

と指向Lてい乙。つまり，日本は工業化の初期段階で，

11'i fを水準を伝統的なれ｛立にとどめつつ生産力水準におし、

ては改良を加えることに上って相対的に高水殺を達成し

てきたことが，国内での資本蓄積を高め，工業化を推進

しうる1l力な手段を提供したのである。

子れでは， [1J内の資本手寄稿が貧弱であるがゆえに経済

問すをにおいて近大tr!fl態に前：而してきた多くの依開発向

では， m背水準を折i圧，ない Li氏Fさせむことに上っT

U'i＇荒木 if者三向日〉資本菩積を行なうへきなのであろうか？

il'i於＇U汚の耐乏fヒをJillヒて同内での資本蓄積を行なう

こ止が，今Rのft(；開発同の土るべきl取 の方；i＂なのであ

ろろか P

ス 1（.，；ケけこよれば， 日本の治資水準が！氏位にとどまり

えたのは数世紀にわたる「完全な隔離状態jの紛持が可

能であ J 》たどめである土指摘しっぺ，との上ろな徹底的

隔燃の可能村は「鉄のカーテンj政策をと J Pてきたソ連

におL、ては［可＇1での資本蓄積のためにち用であ pたかも

;l，か九ないが、隔際だけでは発！誌を促進することはでき

ない土i目汁乙れかれによれば，その工うな「隔離政策j

l土 rmcll:lJ主的解決法！にほかなムないのである（(! :1 'o 

とこにおいてわたく Lが強調Lたいとどは，｛氏開発回

i二t，ける資本子存関の貧弱さが，初trtめに高u、{)'i1奇水準に

起ll:Jjる点にかぎtうず，生産力水準の｛昇が常に消費水

iずの上昇に遅れて行なわれてきfてとこ 7，にあるのではな

いか Eャろ点である。

すなわ七， fE:1m発［JJにおける「消費先行十11ε 「'Fil(

終発作！の問題なのであるの

この問題を，とこでは西アフリカのi日イギリス領植民

地のがーナをひとうのモデ、ル土して取り扱うことにする

のであるが，それが植民地化される以前の状態にまでさ

かのぼ〆Fて「歴史的 i考察左いう方11"によって行なわれノ

る点に注；EしてL、ただきたい。なぜなら，先に指摘した

I ii'j費先行性j と「生産後発性Jとに特徴づけられるfl1

開発河（この場frはガーナを拐す）の経済構造上の特慣

が、 !i/i：民地化以前においても支配的であったと恕定して

いるためであるG

ょこ疋し，以ドの叙述は若干の事実によって確認は与え

人れているが，上りJ高級な分析と仔細な検討とによって

I I I 



Ⅱ　奴隷貿易と貯蓄水準
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一一～4 翠地譲争時一一ーザ「ザ吋ザ一一～ーザ

修正せねばならず，したがって，それはあくまでもひと

つの「仮説ーにすぎないことをl析jJっておきたい。

II 奴隷貿易と貯蓄水準

西アフリカのガーナをは［めコート・ゾボワーノレ，ゲ

ホメー，ナイジエリアなどのギニア湾沿岸の諸地域がヨ

ーロァペ諸［Jjとの持触を悶拾しとのは，おそ「J く14～ iら

世紀ころであったと考えられている。しかし，その接触

l主， ti会的文化1YJ，また必政治的関係におL、と行なわ

れたのではなく，経済的関係において行なわれた接触で

あった，＃.に沌目しなヴればならな1、。

たとえば当時のゴールド・コースト（現在のガーナ〉

にポ FしトガノL、フ7ンス， fギ IJ 一勺 「弓ンワ， スE ー

デン，デンマーク唱そしてプランデンプノレク人などが来

航し之のは，あくまでも［会易」（つため守あり，そ山，＜f

象商九は「金！と「奴隷」とであソた（「I'4 )0 

このように，丙アフリりのギーア湾沿岸地域がヨー 11

7パ昂国C:（＇ノ魚初、乃接触を「奴隷S:i易jたよ（亡持J だ

という事実は，つぎの理由からきわめて成要な；忘味を持

つものであ；人

すなわち，その第1の理由はこの「奴隷貿易」が，当

時の：Jliアフリりの伝統的t't冷農村社会仁きわめて高度な

「消費水準」をもたらした点に求められる。所アフリカ

j也域から輸iJJ＼れた「奴；井＇ 1 は， ？？一つソパtておいて＇1ゴ

産された「綿製品J，「金属製品J，「酒・タパコJ，および

「首foii円jなとの『総入jをLたん Lたの？あら 15，人

これらのヨーロッパ慢の工業製品は，いずれも当時の荷

アフリカの{7；、法的11治農村社会仁tiいひ士会：J!Ji, 1自授も

されていなかったものであり，したがって，「奴隷貿易J

i士そJi伝統行云における ;fj費水準jてそ之、激仁t：，度化L

たといわねばならなし、。

「奴事｝（貿＼『」が伝統社会に与ええ重大なイ工パクトの

第2のものは、多数のアフりカ人「小商人iを努生させ穴

ζ とである（注7,8＼すなわち，当時におU、てはヨーロツ

ペの奴禁輸入商は，いまだヨーロッパ諮問が土の地域に

領土の主権を確立しておらず，したがって沿岸地域かち

内陸への通商はきわめて泣；会の多し、ものであれたなどの

理由により，それら奴隷輸入商の斑接的な活動範囲はギ

二ア湾沿岸蛇域の 部分』こ限定されざ7,'，をえtrかっT二

他方，当時の激化しつつあった部族問闘争を通じて，弱

小部折、は農耕；ι適LK肥t夫な土.l:':in所有企行元うことが

著しく制約されていたため，かれらは重量奴になるか流浪

jモとなるかの＇，、ずれかであコたとちえられる。そこで，

I I 2 

それらの弱小部族は奴設貿易の発生とともに，仲介商人

として活路を開くと土になったのであろう。

；ーなわち，ゴールザド・コーストをはじめとするギニア

湾沿山地域における奴隷貿易は，一方においてヨ一口ソ

パ産の消費財をこの地域にもたらすことにより，部分的

にも刊一よ原白兵の消弐z水揮を飛躍的に上昇させると左も

に，他方，きわめて多数の仲介商人という新たな社会階

層を花生させ，伝統i'l'Jなt'l給自足農村を商品経済へ急速

に変？？させる摂機を作るととになったのであるc

何γフリカにおける奴隷貿易の発展が，アフリカの伝

統的興付に対してu、かな石インパクトをらえたかに関し

て，これまでに行なわれてきた論述の多くは，いわゆる

円前1Wrt1の流失Jεいう｛＼Ul而に関するものであって，先

にわたくしが述ぺた消費水準や仲介商人の発生という視

ぷから円それは上じ院がj軽く考えられてきたもののようで

ある。

カーアーク（A,M. Kamarck）（注9）の7ヲ壌を引用するま

でもなく，奴；隷貿易によってアフリカ，なかんす孟く商ア

7 lJ -/J tJ！消失Lた労働力は，それが単に数百万に遼Lた

という壁的規模において顕著なものがあった（花10）だけで

なく， その廷においてもきわめて優良な労働力の損失を

もたらした校において，それが伝統的奥村の生産力水準

の上昇を大きく阻;,t;:したことは行過すべきではない。

集器Fれとはほ去ん！：：＇ ILるJξきものがなく，肥料や農薬の

使用がまっ危く行なわれず，焼畑農法が一般に採用され

ていた状況において，最大の生花要素たる労働力が流失

するととは慌ちに生産力水宣告の大幅な低下をもたらすで

あろう。

しかし，このように奴隷貿易における労働力流失のj)llj

rf:iのみそ強調するだけでは，奴隷貿易がすでに廃止され

てしまったにもかかわらず，依然として低い生産力水準

；こ停滞している今行の西アフリカ農業を十分に説明する

ことはできない。

そこで，消費水準の高度化と件介商人の発生という似lj

阪かち奴隷貿易を分析するととが必要となる。なぜな

ら，商アフリカにおける奴隷貿易の発展は，いわゆる「常

長制iの発慢とと t，にそれが行なわれてきたことにより

伝統的農村社会の「消費形態」と「社会階層jに特殊の

fンノt苧トぞ与えてきたfこめであ／λ しかも， w：要なさ
とは，奴隷貿易の拡大を通して首長制が与えた「消費形

態j ど！社会断層JEの変容に対するインパクトは，現

在もなおかなり強〈，当該地域の農村経済の発展を規制

してνる点である。
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Ⅲ　現代的問題との関係
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